
3.12
MAR 2007
NO.964

白鷹町文化交流センター基本設計②
統一地方選挙が行われます④
国民年金からのお知らせ⑥
フラワー長井線鮎貝新駅の名称決定⑦
やまがた花回廊について⑧
道の駅「白鷹ヤナ公園」が誕生します⑨

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:soumu@so.town.shirataka.yamagata.jp    ホームページ : http://www.town.shirataka.yamagata.jp編集と発行／白鷹町総務課

どりいむ農園・観光いちご園オープン　－　春の香りいっぱいの赤い実で、いちご園は笑顔いっぱい。（毎週日曜日開園です。）
　３月４日、どりいむ農園のいちご園が開園しました。開園式では、田中代表取締役はじめ一般のかたも参加してのテープカ
ットが行われました。ハウスの中に入ると、子どもたちはいちごを摘み取り、「おいしい」「甘いね」と手のひらほどの大きな実
にかぶりついていました。昨年９月に定植されてから、冬場の好天で日照時間も長く、生育が思った以上に良かったとのこと。
どりいむ農園の皆さんは「皆さんから喜んでもらい、うれしい。自慢できるいちご園にしたい。」と話されていました。
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白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
新
し
い
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
た
め
の
拠
り

所
と
し
て
「
出
会
い
・
体
感
・
未
来
」
を
計
画
の
テ
ー
マ
に
掲
げ
、「
文
化
・
交

流
・
人
づ
く
り
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
を
目
指
し
、
多
目
的
交
流
・
ギ

ャ
ラ
リ
ー
・
文
化
伝
承
発
信
・
屋
外
交
流
の
４
つ
の
機
能
を
融
合
す
る
新
た
な

交
流
施
設
と
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
実
施
設
計
の
基
本
と
な
る
基
本
設
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

建
築
概
要
、
鳥ち

ょ
う
か
ん瞰
図
並
び
に
平
面
図
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【鳥瞰図】

▲多目的交流ゾーン（約646㎡）

▲文化伝承発信／
　ロビーゾーン（約713㎡）
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■各ゾーンの諸機能

□多目的交流ゾーン（約646㎡ )

舞台／客席（203席）／回廊舞台／楽屋１・
２／調整室／湯沸室／男子・女子トイレ／
搬出入ヤード／機械室／倉庫

□文化伝承発信／ロビーゾーン（約713㎡）

ロビー／風除室／文化伝承発信室（創作・
工芸・移動壁で仕切り）／交流回廊／事務
室・サポーターコーナー・湯沸室／ミーテ
ィング室／情報コーナー／男子・女子・多
目的トイレ／倉庫

□ギャラリーゾーン（約481㎡）

ギャラリー１／ギャラリー２／前室／収蔵
庫／荷解スペース／搬出入ヤード／消火ガ
ス室／空調機械室

□キャノピー（屋根付き通路）
□側廊
□屋外交流広場
　各種イベントほか、日常的に利用できる
　公園のような空間とします。
□駐車場（約140台）
□屋外トイレ

《
建
築
概
要
》

■
敷
地
面
積　

２
万
３
３
４
６
㎡

■
建
築
面
積　
　
　

２
０
３
１
㎡

■
延
床
面
積　
　
　

１
８
４
０
㎡

■
主
体
構
造

◇
文
化
伝
承
発
信
ゾ
ー
ン

　

地
元
産
の
木
材
を
生
か
し
た
木

　

造
と
し
ま
す
。

◇
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ゾ
ー
ン

　

下
部
構
造
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

　

ト
構
造
架
構
と
し
、
鉄
骨
造
小

　

屋
組
を
載
せ
た
混
構
造
と
し
ま

　

す
。

◇
多
目
的
交
流
ゾ
ー
ン

　

建
築
基
準
法
上
耐
火
建
築
物
を

　

要
求
さ
れ
る
た
め
、
主
要
構
造

　

部
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　

構
造
、
壁
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

　

ト
造
、
屋
根
面
は
鉄
骨
造
と
し

　

ま
す
。
木
質
感
の
あ
る
内
装
で

　

ぬ
く
も
り
を
醸
し
出
し
ま
す
。

■
階
数　

地
上
１
階
（
一
部
２
階

建
て
）

■
高
さ　

軒
高
５
ｍ　

最
高
14
ｍ

※
設
計
内
容
に
つ
い
て
は
、
実
施

設
計
の
段
階
で
一
部
変
更
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【平面図】

耳を澄ますと、

美しい歌声、文化の音、

子どもたちの笑い声が聞こえてきませんか？

▲文化伝承発信／
　ロビーゾーン（約713㎡）

▼ギャラリーゾーン（約481㎡）

「出会い・体感・未来」の拠点へ

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
中
に
実
施
設
計
を
完

了
し
、
建
築
本
体
は
平
成
19
年
か
ら
20
年
の
２
カ
年
で
建

設
す
る
計
画
で
す
。
外
構
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年

ま
で
に
は
実
施
し
、
同
年
秋
に
は
オ
ー
プ
ン
す
る
計
画
で

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。■

問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課

　

鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
・
都
市
計
画
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
２
）
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●
投
票
で
き
る
か
た
は

◇
山
形
県
議
会
議
員
選
挙

　

平
成
18
年
12
月
29
日
以
前
か
ら

引
き
続
き
白
鷹
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
で
、

昭
和
62
年
４
月
９
日
以
前
に
生
ま

れ
た
か
た
（
満
20
歳
以
上
）
で
す
。

　

な
お
、
12
月
30
日
以
降
に
山
形

県
内
の
市
町
村
か
ら
白
鷹
町
に
転

入
さ
れ
た
か
た
は
、
以
前
の
住
所

地
で
投
票
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
前
住
所
地
の
選
挙
管
理

委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◇
白
鷹
町
議
会
議
員
選
挙

　

平
成
19
年
１
月
16
日
以
前
か
ら

引
き
続
き
白
鷹
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
で
、

昭
和
62
年
４
月
23
日
以
前
に
生
ま

れ
た
か
た
（
満
20
歳
以
上
）
で
す
。

●
投
票
時
間
は

　

投
票
日
の
投
票
時
間
は
、
午
前

７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

（
黒
鴨
、
針
生
投
票
区
は
午
前
７

時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
）

●
投
票
に
あ
た
っ
て
の
注
意

事
項

◇
入
場
券
に
つ
い
て

　

入
場
券
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
も
し
紛
失
し
て
も
投

票
は
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

投
票
所
の
受
付
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
山
形
県
議
会
議
員
選
挙

の
入
場
券
は
３
月
19
日
現
在
の
居

住
地
で
発
行
し
ま
す
の
で
、
３
月

20
日
以
降
転
居
さ
れ
た
か
た
は
、

前
居
住
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
白
鷹
町
議
会
議
員
選
挙

の
入
場
券
は
４
月
５
日
現
在
の
居

住
地
で
発
行
し
ま
す
の
で
、
４
月

６
日
以
降
転
居
さ
れ
た
か
た
は
、

前
居
住
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
代
理
投
票
に
つ
い
て

　

身
体
の
都
合
な
ど
で
字
が
書
け

な
い
場
合
で
も
、
投
票
所
で
申
し

出
れ
ば
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
の

で
、
棄
権
し
な
い
で
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

●
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

◇
期
日
前
投
票
と
は

　

選
挙
は
、
投
票
日
に
投
票
所
に

お
い
て
投
票
す
る
こ
と
を
原
則
と

し
て
い
ま
す
が
、
期
日
前
投
票
は
、

投
票
日
前
で
あ
っ
て
も
、
投
票
日

と
同
じ
よ
う
に
投
票
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
（
投
票
用
紙
を
直
接
投

票
箱
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
）

制
度
の
こ
と
で
す
。

　

従
来
の
不
在
者
投
票
の
う
ち
、

白
鷹
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
行

う
不
在
者
投
票
（
中
央
公
民
館
１

階
文
化
実
習
室
で
行
う
投
票
）
が

期
日
前
投
票
と
な
り
ま
す
。

◇
期
日
前
投
票
が
で
き
る
か
た

　

投
票
日
当
日
、
次
の
よ
う
な
理

由
で
不
在
に
な
る
か
た
は
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

①
冠
婚
葬
祭
な
ど
、
や
む
を
得
な

　

い
用
務
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な

　

ら
な
い
か
た

②
疾
病
、
出
産
な
ど
で
、
投
票
日

　

当
日
に
投
票
で
き
な
い
こ
と
が

　

予
想
さ
れ
る
か
た

③
自
分
の
属
す
る
投
票
区
の
区
域

　

外
に
お
い
て
旅
行
中
ま
た
は
滞

　

在
中
の
か
た

◇
期
日
前
投
票
の
場
所
と
日
時

①
山
形
県
議
会
議
員
選
挙

●
場
所　

中
央
公
民
館
１
階
文
化

　

実
習
室

●
日
時　

告
示
日
の
翌
日
（
３
月

　

31
日
）か
ら
投
票
日
の
前
日（
４

　

月
７
日
）
ま
で

②
白
鷹
町
議
会
議
員
選
挙

●
場
所　

中
央
公
民
館
１
階
文
化

　

実
習
室

●
日
時　

告
示
日
の
翌
日
（
４
月

　

18
日
）か
ら
投
票
日
の
前
日（
４

　

月
21
日
）
ま
で

※
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
８
時
ま
で
で
す
。

※
土
、
日
曜
日
も
で
き
ま
す
。

統一地方選挙が行われます

４月８日（日）
山形県議会議員選挙

４月22日（日）
白鷹町議会議員選挙

大事にね　未来を決める　その一票
（平成18年度白鷹町明るい選挙啓発標語）

この標語は、平成18年度明るい選挙啓発標語募集で最優秀賞となりました中嶋日奈子さん（東根小学校３年）の作品です。
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●
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

◇
他
の
市
町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い

る
か
た
は

　

業
務
に
従
事
す
る
た
め
他
の
市

町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、

従
来
の
不
在
者
投
票
と
同
じ
よ
う

に
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
い
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
郵
便
で
投
票
用

紙
を
請
求
し
て
か
ら
投
票
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
郵
便

の
往
復
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会

で
請
求
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

◇
病
院
等
に
入
院
さ
れ
て
い
る
か

た
は

　

白
鷹
町
立
病
院
や
白
光
園
な
ど

の
施
設
に
入
院
中
の
か
た
は
、
そ

の
場
所
（
施
設
内
）
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
の
職
員
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

●
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者

投
票
制
度
に
つ
い
て

◇
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制

度
と
は

　

身
体
障
害
者
の
か
た
で
両
下
肢

等
の
障
害
の
程
度
が
一
級
若
し
く

は
二
級
の
か
た
、
内
臓
機
能
の
障

害
の
程
度
が
一
級
若
し
く
は
三
級

の
か
た
、
戦
傷
病
者
の
か
た
で
両

下
肢
若
し
く
は
体
幹
の
障
害
の
程

度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま

で
の
か
た
、
内
臓
機
能
の
障
害
の

程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症

ま
で
の
か
た
、
ま
た
は
介
護
保
険

法
上
の
要
介
護
者
で
要
介
護
５
の

か
た
（
い
ず
れ
も
自
書
す
る
こ
と

が
可
能
な
か
た
）
を
対
象
と
し
、

投
票
所
へ
行
か
な
く
て
も
自
宅
で

投
票
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
自
宅
で
「
郵
便
等
に
よ

る
不
在
者
投
票
」
す
る
た
め
に
は

選
挙
管
理
委
員
会
が
発
行
す
る

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

か
た
は
お
早
め
に
申
請
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

代
理
記
載
制
度
と
は

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
か
た
の
う
ち
、

身
体
障
害
者
の
か
た
で
上
肢
も
し

く
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
１
級

の
か
た
、
戦
傷
病
者
の
か
た
で
上

肢
も
し
く
は
視
覚
の
障
害
の
程
度

が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で

の
か
た
は
、
代
理
記
載
の
方
法
に

よ
り
自
宅
で
投
票
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
「
郵

便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
」
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
申
請
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　投票区の見直しに伴い、投票所が変更になります

　大瀬地区、折居地区にお住まいのかたの投票所が次のとおり変更となります。投票所入場券に記
載されている投票所をご確認のうえ、お出かけください。

　●大瀬地区　「ふる里子ども交流館」
　●折居地区　「滝野交流館」

　白鷹町議会議員選挙立候補予定者説明会及び出納責任者事務説明会

　●日　時　３月19日（月）午後１時30分～
　●場　所　中央公民館３階大会議室
　●その他　会場の都合上、１候補者につき３人までの出席とさせていただきます。

お知らせ

■問い合わせ　選挙管理委員会事務局（☎85－2111）

その思い、

声に出してみませんか？

（統一地方選挙啓発標語）
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国
民
年
金

�
�
�
�
知
�
�

平成19年度

『移動年金相談日』のごあんない

　　　〈相談日〉　　

　 　 　　
　 　 　　
　 　 　　　
　　●受付時間　午前９時30分～ 11時30分
　　　　　　　　午後１時～１時30分
　　●開始時刻　午前10時～、午後１時～
　　●会　　場　中央公民館第１・２研修室（２階）
　　　※会場は都合により館内別室になる場合があ
　　　　ります。ロビーの案内板をご確認ください。
　　●内　　容　年金のことならなんでも
　　■主　　催　米沢社会保険事務所
　　　　　　　　　（☎0238－22－4220）

４月 25日（水） 10月 24日（水）
５月 30日（水） 11月 28日（水）
６月 27日（水） 12月 26日（水）
７月 25日（水） H20 １月 30日（水）
８月 22日（水） ２月 27日（水）
９月 26日（水） ３月 26日（水）

国民年金に関するお問い合わせは

町民税務課戸籍年金係

（☎85－6129）まで

二�

�

�

十
歳
�
�
�
�
�
国
民
年
金

�
学
生
納
付
特
例
申
請
�
�

�
存
�
�
�
�
�

■
対
象
と
な
る
学
生
は
…

　

大
学
（
大
学
院
）・
短
大
・
高
等

学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学

校
・
各
種
学
校
（
修
業
年
限
が
１

年
以
上
の
課
程
）
に
在
学
す
る
20

歳
以
上
の
学
生
で
、
前
年
所
得
が

１
１
８
万
円
以
下
の
か
た
。

＊
年
度
途
中
で
20
歳
を
迎
え
、
納

　

付
特
例
を
希
望
す
る
学
生
さ
ん

　

は
、
20
歳
の
誕
生
日
以
降
早
め

　

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
は
…

　

住
所
地
の
市
町
村
役
場
の
国
民

年
金
担
当
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

●
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証

（
コ
ピ
ー
可
）

・
年
金
手
帳

・
印
鑑（
本
人
が
署
名
す
れ
ば
不
要
）

☆
学
生
納
付
特
例
期
間
中
に
障
害

や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が

発
生
し
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

☆
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
含

ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。

学
生
�
皆
�
�
�毎
年
申
請

�
必
要
�
�
�

　

平
成
18
年
度
学
生
納
付
特
例
を

受
け
て
い
て
、
平
成
19
年
度
も
引

き
続
き
学
生
納
付
特
例
を
希
望
さ

れ
る
学
生
さ
ん
は
、
新
た
に
「
国

民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申

請
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
前
年

の
所
得
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
は
４
月
１
日
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。
遅
く
て
も
５
月
末
日

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
春
卒
業
予
定
の
皆
さ
ま
へ
…

　

引
き
続
き
第
１
号
被
保
険
者
で

保
険
料
納
付
が
困
難
な
か
た
は
、

免
除
制
度
・
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
月
�
�
�

保
険
料
�
変
�
�
�
�

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
平
成

17
年
４
月
か
ら
各
年
度
ご
と
、

基
本
額
が
月
額
で
２
８
０
円
ず

つ
（
19
年
度
は
２
４
０
円
）
引

き
上
げ
と
な
り
、
平
成
29
年
度

以
後
は
月
額
１
万
６
９
０
０
円

で
固
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
（
国
民
年
金
法
第
87
条

第
３
項
関
係
）。

国民年金保険料は、
13,860円（18年度）に240円加算となり、

19年４月より14,100円となります。
（年間の納付額は169,200円）
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置
賜
を
列
車
で
巡
り
、
地
域
の

住
み
よ
さ
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
JR
米
沢
駅
と
フ
ラ
ワ
ー
長

井
線
荒
砥
駅
間
を
JR
米
坂
線
の
国

鉄
急
行
色
車
両
２
両
編
成
の
特
別

列
車
を
運
行
し
ま
す
。
列
車
内
で

は
、
山
形
鉄
道
運
転
士
に
よ
る
方

言
ガ
イ
ド
や

山
形
鉄
道
特

製
「
ガ
ー
ル

ズ
弁
当
」
の

サ
ー
ビ
ス
も

あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◆
参
加
費　

５
０
０
円
（
運
賃
・

弁
当
付
）

◆
募
集
人
数　

80
人（
全
席
自
由
）

◆
申
込
方
法　

事
務
局
ま
で
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

＊
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
早
め

　

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
締
切　

３
月
19
日
（
月
）

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

フ
ラ
ワ

ー
長
井
線
利
用
拡
大
協
議
会
事
務

局
（
長
井
市
企
画
調
整
課
内　

☎

84

－

２
１
１
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
83

－

１

０
７
０
／
Ｅ
メ
ー
ル

：project@
city.nagai.yam

agata.jp
10:53　米沢駅出発
11:13　羽前小松駅発
11:20　今泉駅着（11:50発）
11:59　長井駅着（12:23発）
12:39　最上川橋梁通過
12:41　荒砥駅着
12:50 ～ 13:40　「記念講演」
13:46　荒砥駅出発
15:06　米沢駅到着

●藻谷浩介氏（もたにこうすけ）
1964年生まれ、山口県周南市出身
東京大学法学部卒業、米国コロン
ビア大学経営大学院卒業（経営学
修士＝ＭＢＡ）
内閣府、財務省、経済産業省、国
土交通省等の委員を多数歴任
現在、日本政策投資銀行地域企画
部参事役、NPO法人地域経営支援
ネットワーク理事
日本の鉄軌道（JR・民鉄・公営
交）全線を完乗

プログラム

�
�
�
�
長
井
線
�
利
用
券

�
�
�
�
年
版
�
�
�
�
�
�

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
利
用
拡
大
協

議
会
で
は
、
利
用
拡
大
事
業
の
一

環
と
し
て
利
用
券
（
特
殊
回
数
乗

車
券
）
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
券
は
２
０
０
７
年
版
か
ら

有
効
期
限
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
発
売
さ
れ
た
利
用
券

（
有
効
期
限
の
あ
る
も
の
）
に
つ

き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
使
用
で

き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
を
存
続
す
る

た
め
、
ご
利
用
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�
利
用
券
�
�
�
�

�
内
容�

�
�
�
円
券
11
枚
一
綴

�
�
�
�
�
�
円
分
�

�
価
格�

�
�
�
�
円
�
�
�
�

円
分
�
得
�
�
��

�
使
用
方
法�

乗
車
�
�
�
�
�
�

駅
�
切
符
�
交
換
�
�
�
�
車
内

�
運
賃
�
支
払
�
�
�
�
利
用
券

�
�
支
払
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
円
未
満
�
料
金
�
�
�

�

�
�
出
�
�
�
�
�
�
差
額
�

�

現
金
�
�
支
払
�
�
�
�
�
�

�
取
扱
先�

政
策
改
革
課
�
荒
砥

駅
�
�

�
問
�
合
�
��

政
策
改
革
課
政

策
企
画
係
�
☎
85

�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
長
井
線
利
用
拡
大
�
�
�
�
�

�
地
域
づ
く
り
を
列
車
に
乗
�
て
考
え
よ
う
�

JR
米
坂
線
国
鉄
色
車
両
が

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
乗
り
入
れ
ま
す

３/24（土）
午前10時53分
米沢駅出発

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
鮎
貝
新
駅
の
名
称
は

「
四�

�季
�
郷�

�

駅
」
と
決
ま
り
ま
し
た

今
秋
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

17
カ
所
目
の
駅
が
誕
生
し
ま
す

　

３
月
２
日
、
役
場
に
お
い
て
、

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
鮎
貝
新
駅
名
称

選
定
委
員
会
（
委
員
長　

助
役
、

委
員　

町
民
６
人
）
を
開
催
し
、

協
議
を
行
っ
た
結
果
、
最
優
秀
に

「
四
季
の
郷
駅
」
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
同
名
の
応
募
者
19
人

お
り
ま
し
た
の
で
、
抽
選
に
よ
り

梅
津
李
菜
さ
ん（
荒
砥
高
校
１
年
）

が
当
選
者
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
当
委
員
会
よ
り
町

長
に
報
告
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
を

受
け
、「
四
季
の
郷
駅
」
を
鮎
貝
新

駅
の
名
称
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
優
秀
賞
に
は
、

◆
優
秀
「
八は

ち
ま
ん
ぐ
う

幡
宮
駅
」

　

遠
藤
千
秋
さ
ん
（
山
口
）

◆
優
秀
「
鮎
貝
さ
く
ら
駅
」

　

芳
賀
統
一
さ
ん
（
荒
高
教
員
）

の
２
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

応
募
状
況
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

�
応
募
総
数�
�
�
�

�
�
�
点

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
人

�
応
募
形
態

�

電
子
�
�
��
�
�
�
�

40
点

�

�
�
��
�
�
�
�
�
�

�
点

�

郵
送�
�
�
�
�
�
�
�

81
点

�

�
�
他
�
持
込
等
�
�
�
�
点

�
応
募
者
所
在

�

町
内�
�
�
�
�
�

�
�
�
点

�

県
内
�
町
内
除
��
�
�

67
点

�

県
外�
�
�
�
�
�
�
�

15
点

　

荒
砥
高
校
で
は
全
校
で
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
な
ど
、
本
当
に
た

く
さ
ん
の
皆
さ
ま
に
新
駅
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
名
称
を
考
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

政
策
改
革
課

（
☎
85

－

６
１
２
３
）

▲「四季の郷駅」イメージ
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　今年４月から６月までの３カ月間、ＪＲ東日本
と連携して置賜と上山を重点的にＰＲする「やま
がた花回廊キャンペーン」が行われます。この期
間中は、首都圏や隣県などからのお客さまが多数
いらっしゃいます。そこで地域の皆さまには、身
近なところから花を飾っていただいたり、道を聞
かれたときに丁寧に応対していただくなど、おも
てなしの心で迎えていただければ幸いです。

桜まつりイベント（釜の越農村公園）

○桜まつり高玉芝居公演
　４月21日（土）･22日（日）午後６時30分～
○よさこいソーラン／白鷹桜鷹会
　４月21日（土）午前11時
○畔藤田植え踊り
　４月22日（日）午前11時
○徳内ばやし／白鷹太鼓鷹翔会
　４月28日（土）午前11時

釜
の
越
・
薬
師
さ
く
ら
ま
つ
り

実
行
委
員
会
よ
り
お
知
ら
せ

　

今
年
の
釜
の
越
・
薬
師
さ
く
ら

ま
つ
り
は
、
桜
の
開
花
に
合
わ
せ

て
４
月
中
旬
よ
り
開
催
し
ま
す
。

恒
例
の
高
玉
芝
居
や
、
開
花
後
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
し
ら
た
か
旅
先

案
内
人
の
ガ
イ
ド
な
ど
で
皆
さ
ん

を
お
出
迎
え
し
ま
す
。

　

白
鷹
の
古
典
桜
を
知
る
人
は
年

々
増
え
、
町
民
の
皆
さ
ん
は
も
ち

ろ
ん
、
町
外
や
他
県
の
多
く
の
か

た
が
た
に
も
お
い
で
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
、
18
年
度
に
は
９
万
人

を
数
え
ま
し
た
。
白
鷹
町
の
観
光

事
業
で
も
一
番
の
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
が
、
周
辺
の
交
通
安
全

対
策
や
桜
の
樹
勢
回
復
な
ど
課
題

が
出
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　

そ
こ
で
、
桜
を
守
り
、
安
全
に

ま
つ
り
を
楽
し
む
た
め
に
、
今
年

度
よ
り
「
桜
協
力
金
」
と
し
て
、

一
般
車
、
バ
ス
等
か
ら
協
力
を
お

願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◆
期
間　

桜
の
開
花
〜
散
る
ま
で

◆
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
場
所　

釜
の
越
桜
周
辺

◆
金
額　

・
一
般
車
２
０
０
円

・
大
型
車
１
０
０
０
円（
バ
ス
等
）

◆
目
的　

釜
の
越
桜
・
薬
師
桜
の

保
存
及
び
安
全
対
策
費
用

春
�
古
典
桜
�
�
�
�
�
� 駅からガイドと歩く桜回廊そぞろ歩き

●開催日　４月21日（土）～25日（水）
●時　間　午前10時～
●コース　鮎貝駅集合～十二の桜～薬師桜
　　　　　　～釜の越桜～蚕桑駅解散
■問い合わせ　白鷹町観光協会（☎86-0086）

花ウォーク　長井白鷹　桜コース

●い　つ　４月28日（土）午前10時～午後４時
●コース　白兎駅集合～釜の越桜・薬師桜
　　　　　～十二の桜～奨学桜～鮎貝駅
　　　　　　全長10.4㎞
●参加費　200円（保険料込み）
●申込先　産業振興課観光交流係（☎85-6136）
●締め切り　４月20日 ( 金 ) まで
●注意点
・昼食・飲料水・雨具・タオルなどは各自でご
　持参ください。
・イベント中は損害保険に加入していますが、
　応急手当以外の責任は負いません。

多彩な列車でやまがた花回廊を巡ろう

★花回廊オープニング号（こがね号車両）
　４月１日（日）（新潟～米沢～新潟）
★花回廊号（国鉄色気動車）
　４月１日（日）・21日（土）・22日（日）
　（米沢～荒砥～赤湯～米沢）
★風っこ花回廊号
　６月16日（土）・17日（日）・23日（土）・24日（日）
　（米沢～長井～米沢～荒砥）
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４
月
25
日
、

　

道
の
駅
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

　

３
月
１
日
、「
白
鷹
ヤ
ナ
公
園
」

が
山
形
県
の
17
番
目
の
道
の
駅
と

し
て
登
録
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局

に
よ
る
登
録
証
の
伝
達
式
が
３
月

19
日
（
月
）、仙
台
市
で
行
わ
れ
ま

す
。

　

町
で
は
、
４
月
25
日
（
水
）
に

道
の
駅
と
し
て
の
オ
ー
プ
ン
式
典

を
予
定
し
て
お
り
、
安
全
を
祈
願

し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
は

ト
イ
レ
、
駐
車
場
等
が
24
時
間
体

制
と
な
り
、
国
道
２
８
７
号
を
利

用
さ
れ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
安

心
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

最
上
川
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
を

　

め
ざ
し
て

　

道
の
駅
「
白
鷹
ヤ
ナ
公
園
」
の

愛
称
が
決
ま
り
ま
し
た
。
12
月
に

広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
募
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
県
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
反

響
が
あ
り
、
全
46
件
の
作
品
を
ご

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
選
定
委

員
会
を
開
催
し
、
審
査
の
結
果
、

「
最
上
川
あ
ゆ
と
ぴ
あ
」
が
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
最
上
川
と
い
う
全

国
に
知
ら
れ
て
い
る
名
前
と
ヤ
ナ

公
園
の
イ
メ
ー
ジ
を
鮎
と
ユ
ー
ト

ピ
ア
（
理
想
郷
）
の
造
語
で
表
現

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
は
道
の
駅
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
掲
載
さ
れ
、

母
な
る
川
最
上
川
と
鮎
が
踊
る
自

然
豊
か
な
白
鷹
町
を
全
国
に
宣
伝

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

採
用
者
は
次
の
３
名
の
か
た
で

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

・
守
谷　

光
さ
ん
（
白
鷹
町
）

・
遠
藤
千
秋
さ
ん
（
白
鷹
町
）

・
松
谷
忠
和
さ
ん
（
米
沢
市
）

　

残
念
な
が
ら
採
用
と
な
ら
な
か

っ
た
か
た
が
た
に
つ
き
ま
し
て
も
、

白
鷹
ヤ
ナ
公
園
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

名
称
を
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課　

観
光
交
流
係（
☎
85

－

６
１
３
６
）

県
内
17
番
目
の
道
の
駅
、

「
白
鷹
�
�
公
園
」が
誕
生
し
ま
す
！

愛
称
は
「
最
上
川
�
�
�
�
�
」
に
決
定
！

●軽自動車の手続きはお済みですか？

　軽自動車税は、４月１日現在において、原動
機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車、二輪
の小型自動車に対し、その所有者に課税されま
す（地方税法第442条の２及び町税条例第70条
の規定による）。
　そのため、平成19年３月末までに廃車・名義
変更の手続きを済ませますと、平成19年度軽自
動車税は課税されません。

●軽自動車税の減免について　　

　身体障害者のかたの軽自動車の減免は毎年
申請が必要です。平成19年度の申請の期間は、
平成19年５月中旬（納付書発送後）から納期限
（平成19年５月末日）の７日前までです。

　　申請の際にお持ちいただくもの

　　　　①身体障害者手帳
　　　　②免許証
　　　　③軽自動車税の納付書
　　　　④印鑑

　ただし、障害の種類や等級により該当になら
ない場合もありますので、町民税務課までお問
い合わせください。

問い合わせ
町民税務課　町税係
☎85－6132

軽自動車税についてのお知らせ
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　２月17日、パワーセンターで、荒砥高校
生による教育活動発表会が行われました。
キャリア教育の一環として２年生が実施し
ている職場体験学習や荒砥鉄橋研究所の調
査結果が発表されました。町内24事業所で
41人の生徒が実習したリポートを報告。生
徒の皆さんは「やりがいとともに、責任を
持って行動することの大切さを感じた。弱
い部分を克服しながら、目標に向け日々の
勉強をがんばりたい。」などと報告しました。

実
習
�
�
�
�
�
発
表
�
�
�
�
自
分
�
力
�

荒
砥
高
等
学
校
教
育
活
動
発
表
会

　２月11日、蚕桑地区公民館で、高玉芝居
定期公演が行われました。伝統芸能保存伝
承事業の一環として、毎年この時期に行わ
れており、今回は演目「松竹梅三兄弟　五
月の仇討」が２時間にわたり演じられまし
た。ときおり入る高玉芝居特有のお客さま
との駆け引きで、超満員290人の会場を沸
かせていました。地域で守られ、人びとに
元気を与え続けてきた地芝居をわたしたち
が伝えていかなければなりません。

感
動
�
笑
顔
�
涙

高
玉
芝
居
定
期
公
演

　２月11日、中央公民館大ホールで、荒砥
高校吹奏楽部合同演奏会が開かれました。
同校吹奏楽部は部員数が少なくコンクール
にも出場できない状態ですが、地域に根ざ
した演奏ということで町内の施設・イベン
トなどを中心に活動を行っています。この
企画は一般のかたがたを交えた演奏会で、
今回で３回目。昨年秋から限られた練習時
間であったことでしたが、８曲とも息のあ
ったハーモニーを聴かせてくれました。

�
O
ur
 
O
nly

 
M
u
sic
�

地
域
�
皆
�
�
�
感
謝

荒
砥
高
校
吹
奏
楽
部
合
同
演
奏
会

　２月17日、中央公民館において、史談会
50周年記念式典が開催されました。始めに、
歴史や民俗の研究等で長年にわたり多大な
功績のあった、奥村幸雄さん、荒川幸一さ
んに感謝状が贈られました。記念講演会で
は、栃窪出身の佐藤與七さんから「鮎貝村
長日誌を読む」と題して、明治末期から大
正初めの鮎貝村の様子についてお話いただ
き、80人の参加者は100年前に思いをはせ、
熱心に聞き入っていました。

町
�
歴
史
�
�
�
�
�
�未
来
�
結
�

白
鷹
町
史
談
会
50
周
年
記
念
式
典

第
�
回
�
�
�
�
農
産
加
工
大
賞

�
�
�
�
�
�
会
�
準
大
賞
受
賞

　

県
産
農
産
物
等
が
原
料
の
農
産

加
工
品
を
対
象
と
し
た
農
産
加
工

大
賞
が
実
施
さ
れ
、
応
募
総
数
58

点
の
中
か
ら
、
中
山
地
区
の
ま
あ

・
ど
ん
な
会
の
「
な
ん
ば
ん
の
粕

漬
け
セ
ッ
ト
」
が
準
大
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

審
査
基
準
は
、
商
品
価
値
、
製

造
工
程
管
理
、
ビ
ジ
ネ
ス
性
の
３

点
で
、
こ
の
「
な
ん
ば
ん
の
粕
漬

け
セ
ッ
ト
」
は
、
原
材
料
確
保
の

た
め
の
契
約
栽
培
の
取
り
組
み
や
、

調
味
料
と
し
て
も
活
用
で
き
る
商

品
の
汎
用
性
、
ネ
ッ
ト
取
り
扱
い

へ
の
対
応
な
ど
が
評
価
さ
れ
て
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
当
日
は
食
育
フ
ェ
ア
が

開
催
さ
れ
て
お
り
、
訪
れ
た
多
く

の
人
た
ち
に
試
食
の
な
ん
ば
ん
の

粕
漬
け
を
振
る
舞
い
、
喜
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
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◇芳賀節子さん（鮎貝）
元鮎貝婦人会長。現在は鮎
貝の語り部クラブで、人と
のふれあいを大切に活動さ
れています。

µ鮎貝で生まれ育ちました。自宅は養蚕農家で

あったために、家内中で線路を越えて、最上川

のそばの桑畑まで桑の葉を取りに行っていまし

た。当時は時計もなく、長井線が鉄橋や線路を

通過する様子を見て、「もうすぐお昼だ。」「もう

帰る時間だ。」と時刻を知りました。

µちょうど終戦を迎えた年、長井の女学校へ入

学しました。通う手段はもちろん長井線で、戦

争の痛手から客車はほとんどなく、貨車や家畜

車ばかりで、思春期のわたしたちは嫌な思いを

しながらも「牛じゃない、牛じゃない。」とつぶ

やきながら乗っていったものでした。当時は朝

６時の列車に乗るために、自宅（鮎貝八幡宮近

く）から駅まで歩いていきました。荒砥駅を出

る汽笛や鉄橋を渡るかん高い音を聞いて、列車

が鮎貝駅に着く時間を知りました。終戦のつら

い時期でしたが、長井線とともに、学ぶことの

喜びや学校帰りに見た映画の楽しさを思い浮か

べます。そのときの同級生の会を「下り汽車通

の会」と名づけ、今でも続けています。

µ今でも月２回ほどフラワー長井線に乗って、

風景を楽しみながら長井まで行きます。乗客や

車内の様子も時の移り変わりとともに変化しま

した。しかし、多くの地域の人びとの足として、

育み見守ってきた役割は変わることなく続いて

います。鉄橋が塗り替えられ、新駅が完成し、

町が息づく。人としての基礎をつくるために手

伝ってもらった長井線に感謝し、これからの子

どもたちのために長井線、鉄橋が続いていくこ

とを願います。

◇高山耀子さん（十王）
東京出身・町環境基本計画
策定、省エネビジョン策定
に参画、現在「美しい郷づ
くり推進委員」としてご協
力をいただいています。

µ昭和36年に白鷹町出身の主人と結婚し、その

年の夏休みに初めて白鷹町を訪れました。東京

で育ったので、自然の中にある町に驚き、美し

いと感じました。最上川、ホップなどの話を興

味深く聞き、たくさんのものを見ました。その

ときに長井線で通った「荒砥鉄橋」もその一つ

で、初めて架けられたときのことなどを聞いた

ものです。そのときに魅力を感じて、子どもが

生まれてからも毎年白鷹町に来て、カブトムシ

や沢ガニを取ったりして夏休みを過ごしました。

µ今は、第２の人生を送る場所として白鷹を選

び、住人となり15年が経過しました。荒砥駅裏

の借りている畑で野菜を作っていますが、そこ

から、荒砥鉄橋が見えます。最近特にさび付い

ていて、いつもかわいそうだと思っていました。

それが、今回塗り替えられると聞いて、うれし

く思っています。

µ最近は、「ふるさと」といわれるところでも徐

々に「東京化」しています。どこでも住みやす

さ、便利さを求めるために行うことではあると

思いますが、ここでなくては味わえないもの、

これがあるから魅力を感じるというものを残し

ていく必要があります。白鷹町に対しての思い

は、結婚したときに初めて抱いた強い思いと変

わっていません。鉄橋が生まれ変わることで、

昔の良いものを後世へ引き継いでいくことの大

切さを考えていきたいです。

µいつか、桜並木と菜の花畑の中で、長井線を

走らせることができればと思っています。そし

て、長井線の上で蒸気機関車を「もう一度」走

らせてみたいという夢を持っています。

☆「こども110番の駅」の取り組み
　「こども110番の駅」で
は、不審者から逃れるた
めに逃げ込んできた子ど
もたちの安全を確保しま
す。また、犯罪が発生し
たときだけでなく、日ご
ろから安全・安心へを心がけ、安全な地域づく
りに貢献するとともに、子どもたちにとって楽
しく、フレンドリーな駅づくりを目指します。
　「こども110番の駅」のステッカーを見て、子
どもが駅に助けを求めにきたとき、子どもを保
護し、代わって警察への110番通報を行うなど
の対応を行います。 

駅
長
さ
ん
の
一
言

　

毎
日
駅
を
往
来
す
る
人
び
と
を

見
つ
め
る
駅
長
さ
ん
に
聞
き
ま
し

た
。

　

現
在
の
荒
砥
駅
長
・
孫
田
一
美

さ
ん
は
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
車

掌
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
経
験
が
あ

り
、
今
年
１
月
か
ら
荒
砥
駅
で
切

符
販
売
や
駅
管
理
、
お
客
様
案
内

な
ど
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
１
荒
砥
駅
に
勤
務
さ
れ
て
の
感

想
は
？
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Ｑ
２
新
し
い
活
動
は
？
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Ｑ
３
と
て
も
き
れ
い
に
さ
れ
て
い

ま
す
ね
？
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Ｑ
４
最
後
に
、
鉄
橋
、
そ
し
て
フ

ラ
ワ
ー
長
井
線
へ
の
思
い
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。
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荒
砥
鉄
橋
は
、
荒
砥
高
校
の
創

立
か
ら
多
く
の
生
徒
を
見
守
り
続

け
て
き
ま
し
た
。
卒
業
生
に
と
っ

て
は
、
原
風
景
と
し
て
深
く
心
に

刻
み
込
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

そ
の
思
い
か
ら
、「
荒
砥
鉄
橋
」
の

魅
力
を
将
来
に
わ
た
っ
て
伝
え
て

い
く
た
め
に
、
６
月
「
荒
砥
鉄
橋

研
究
所
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
報
し
ら
た
か
７
月
12
日
号
で

も
紹
介
し
ま
し
た
と
お
り
、
こ
の

研
究
所
は
荒
砥
高
校
生
が
中
心
と

な
り
、
鉄
橋
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
事
柄
を
独
自
に
調
査
・
研
究
し
、

そ
の
成
果
を
学
校
か
ら
地
域
へ
発

信
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
く
と
い

う
も
の
で
す
。
交
流
の
輪
を
広
げ

な
が
ら
、
地
域
振
興
や
フ
ラ
ワ
ー

長
井
線
存
続
運
動
、
荒
砥
高
校
の

飛
躍
・
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い

と
い
う
若
い
研
究
所
の
皆
さ
ん
の

活
躍
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

代々の駅長さんの思いが荒砥駅を築いて
きた歴史を大切にしたいという孫田さん

伝える人と、伝えられる人がいます。
µそのつながりが、
    歴史をつくり、未来をつくります。

�

�
�
�
�
�
�
�

　

も
う
す
ぐ
、
歴
史
的
大
事
業
が

始
ま
り
ま
す
。
年
末
に
は
、
新
た

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
列
車
に
乗
っ
て

鉄
橋
を
く
ぐ
る
と
き
、
日
常
と
は

違
う
世
界
に
運
ん
で
く
れ
る
よ
う

な
気
に
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ト

ン
ネ
ル
と
は
違
う
、
線
路
の
音
、

川
面
の
輝
き
、
隆
々
と
し
た
鉄
骨

な
ど
、
ま
さ
に
夢
の
懸
け
橋
。

　

人
び
と
の
願
い
に
よ
り
、
白
鷹

の
地
に
誕
生
し
た
長
井
線
・
荒
砥

鉄
橋
。
そ
れ
か
ら
83
年
、
物
資
を

運
び
、
地
域
を
潤
し
、
文
化
を
つ

く
り
、
そ
し
て
わ
た
し
た
ち
を
育

て
て
く
れ
ま
し
た
。
白
鷹
の
歴
史

を
さ
び
と
し
て
刻
み
、
地
域
を
見

つ
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
愛
さ
れ
て
き
た
荒

砥
鉄
橋
を
、
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と

を
契
機
に
、
さ
ら
に
歴
史
の
重
み

を
感
じ
、
次
代
の
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
と
き
、
今
を
生
き
る
わ

た
し
た
ち
自
身
が
懸
け
橋
と
な
り

ま
す
。

▼

子どもたちのために「黒滝物
　語」の紙芝居を上演する新野
　さんと椎名さん（資料館の展
　示も行っていただいてます）

▼フラワー長井線にも乗れて、
　夏休みの思い出ができました。

荒砥駅前交流施設資料館を模様替えしました
��・テーマ「鮎とかわ物語」
��・期�間�８月～ 10月末

山形鉄道荒砥駅長
孫田一美さん

南陽高校３年
守谷好史さん（萩野）

さびれた鉄橋は、初め怖

かったのですが、今はそ

んな昔のものが残ってい

ることがすばらしいと思

います。

フラワー長井線での通学

時間も大切な勉強と会話

の時間となっています。

高校生にとって大切な列

車であり、いつまでも続

くように応援します。

現役高
校生も

一言

荒砥鉄橋・フラワー長井線についてのお問い合わせは、
政策改革課政策企画係（☎85－6123）まで　

●参考文献
・置賜総合支庁企画振興課：フラワー長井線「最上川橋梁」
・白鷹町：白鷹町史

夏休みの荒砥駅

わたしを白鷹へ導いた荒砥鉄橋 心の指針・荒砥鉄橋に感謝
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　２月３日、スポーツ公園において、スノ
ーランタンコンテストが行われました。町
商工会青年部が主催した初の企画で、町内
外からたくさんの家族・グループが参加し、
手の込んだ作品をつくりあげました。夕方、
ろうそくに火が灯ると、会場はおぼろげに
照らし出され、訪れた皆さんの目を楽しま
せました。グランプリはチーム高畠の「赤
鬼くん」（ファミリー部門）、池野吉洋さんの
「命の温かさ」（グループ部門）でした。

雪
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灯
火
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心
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　２月25日、白鷹スキー場祭りが開かれま
した。当日は大朝日岳が遠くに望めるほど
の晴天で、たくさんのお客さまが来場。中
山地区の皆さんが中心となり、みかん拾い
やもちつき、写真コンテスト、地元の味覚
販売などが行われました。今回は25回記念
として前夜祭も企画され、地元中山小学校
の児童の皆さんによる火を持っての滑降や
スノーランタンの点灯が行われ、スキー場
はあたたかい炎と笑い声に包まれました。

�
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�
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25
周
年

第
25
回
白
鷹
�
�
�
場
祭
�

第
39
回
手
紙
作
文
�
�
�
�
�
�

岡
田
和
真
�
��
東
根
小
�
�

総
務
大
臣
特
別
賞
受
賞

　

日
本
郵
政
公
社
が
主
催
す
る

「
第
39
回
手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
絵
手
紙
部
門
に
お
い
て
、
東
根

小
学
校
１
年
の
岡
田
和
真
く
ん
の

作
品
「
お
し
し
」
が
最
高
賞
の
一

つ
総
務
大
臣
特
別
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

２
月
27
日
、
東
根
小
学
校
に
お

い
て
、
荒
砥
郵
便
局
長
か
ら
賞
状

と
記
念
品
な
ど
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
作
品
は
、
浅
立
の
諏
訪
神

社
祭
礼
の
獅
子
舞
を
描
い
た
も
の

で
、
お
父
さ
ん
に
あ
て
た
手
紙
と

の
こ
と
で
す
。
岡
田
く
ん
は
「
絵

を
描
く
の
は
全
然
難
し
く
な
か
っ

た
。」と
言
う
よ
う
に
、
勇
壮
に
舞

う
獅
子
と
そ
れ
を
の
ぞ
き
見
る
自

分
の
様
子
を
感
性
の
ま
ま
に
生
き

生
き
と
表
現
し
て
い
ま
し
た
。『
お

し
し
の
な
か
に
は
お
と
う
さ
ん
が

い
た
よ
。』と
い
う
絵
手
紙
の
言
葉

か
ら
は
、
獅
子
の
幕
の
中
で
汗
を

流
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
お
父
さ

ん
の
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う

で
し
た
。

　

本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
手
紙
文
化

の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
文
章

表
現
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
心
豊
か
な
子
ど
も
た

ち
を
育
む
こ
と
を
主
な
目
的
と
し

て
、
昭
和
43
年
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

一
次
審
査
と
し
て
地
方
審
査
が

行
わ
れ
、
最
終
審
査
と
な
る
中
央

審
査
に
は
絵
手
紙
部
門
６
万
８
０

０
０
点
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

▲総務大臣特別賞「おしし」

第
19
期
十
王
囲
碁
名
人
戦

２
月
11
日
／
十
王
地
区
公
民
館

１
位　

中
川
幸
次
郎
・
三
段（
十
王
）

２
位　

菅
間　

博
美
・
初
段（
荒
砥
）

３
位　

五
十
峯　

隆
・
五
段（
十
王
）

４
位　

守
谷　

真
一
・
五
段（
荒
砥
）

５
位　

稲
葉　
　

昭
・
初
段（
高
玉
）

６
位　

大
滝　

俊
彦
・
六
段（
中
山
）

７
位　

吉
田　

武
人
・
五
段（
荒
砥
）

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選

　

こ
の
ほ
ど
平
成
18
年
度
県
市
町

村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、

町
広
報
紙
「
広
報
し
ら
た
か
18
年

８
月
11
日
号
」
が
、
町
村
部
に
お

い
て
入
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。　

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
生
き
生
き
と
し
た
活
動
を
伝
え
、

ま
た
町
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

����
��������
������

特集「最上川橋梁の歴史と未来」②
第３次行財政改革～１年目の成果～⑥
国民年金からのお知らせ⑧
白鷹町小中学校及び町民水泳大会結果⑩

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833  ☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:soumu@so.town.shirataka.yamagata.jp    ホームページ : http://www.town.shirataka.yamagata.jp編集と発行／白鷹町総務課

梅雨の合間の荒砥鉄橋 － 歴史をまとったふるさとの鉄橋は、今日も静かにたたずみます
今年９月、「最上川橋梁」通称「荒砥鉄橋」の塗装工事が始まります。長年、吹き付ける風雨、降り積もる豪雪、浴びせかかる
直射日光などに耐えてきましたが、このたびようやく「お色直し」をすることになりました。
こうしてのぞき見ると、はるか昔の汽笛の音、最上川の流れ、人びとの声が共鳴し、聞こえてくるようです。
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大　回　転

順位 氏　名 所　属 時　間

小学３年以下男子（45 人）

1 小形　瞭真 東根小 3年 31"95

2 長岡　拓海 鮎貝小 3年 33"68

3 佐藤　　陸 鮎貝小 2年 33"70

4 村上　魁人 東根小 3年 34"36

5 五十峯宏治 荒砥小 3年 34"83

6 鈴木　優人 鮎貝小 3年 36"47

小学３年以下女子（24 人）

1 樋口　香菜 鮎貝小 3年 38"91

2 金田日菜子 蚕桑小 3年 40"43

3 新野　聡子 蚕桑小 3年 41"54

4 横山れのん 荒砥小 2年 41"84

5 伊藤　　陽 荒砥小 3年 42"78

6 小松　朱璃 荒砥小 3年 43"00

小学４年男子（25 人）

1 吉村　昻訓 蚕桑小 36"62

2 丸川　　丞 鷹山小 37"72

3 加藤木修士 鮎貝小 42"35

4 遠藤　竜平 東根小 42"59

5 黒澤　瞭介 荒砥小 42"69

6 長谷部祥太 鮎貝小 43"95

小学４年女子（19 人）

1 今野　奏鳴 蚕桑小 37"62

2 渡部　千尋 蚕桑小 37"68

3 鈴木　茜子 蚕桑小 38"13

4 渡部真理子 鮎貝小 38"92

5 梅津　華穂 東根小 39"95

6 梅津　　瞳 東根小 41"51

小学５年男子（32 人）

1 寒河江大作 蚕桑小 23"43

2 板垣　稜也 蚕桑小 25"06

3 村上　駿斗 東根小 25"32

3 丸川賢太郎 蚕桑小 25"32

5 渡部　功将 蚕桑小 25"48

6 長谷部　諒 蚕桑小 25"95

小学５年女子（14 人）

1 山口　彩夏 鮎貝小 34"32

2 松木　雅子 荒砥小 37"23

3 新野　由佳 蚕桑小 41"26

4 梅津　沙耶 鷹山小 43"94

5 迎田　里佳 鮎貝小 45"13

6 赤間　千春 蚕桑小 45"15

小学６年男子（16 人）

1 児玉　聡太 蚕桑小 23"23

2 片山　祥平 蚕桑小 24"43

3 安孫子拓郎 蚕桑小 25"10

4 長岡　恭紫 鮎貝小 25"38

5 斎藤　広大 鮎貝小 25"53

6 川村　啓太 鮎貝小 25"58

小学６年女子（16 人）

1 佐藤　真帆 鮎貝小 37"75

2 小口　　優 鮎貝小 38"98

3 菅　紗也佳 蚕桑小 42"16

4 佐藤　芳美 中山小 43"35

5 吉田　加奈 東根小 43"58

6 金子　成美 蚕桑小 43"75

中学男子（18 人）

1 菅　　慎吾 東中 2年 20"61

2 吉村　亮祐 西中 2年 22"87

3 松木　光寿 東中 2年 23"16

中学女子（4人）

1 山口　眞衣 西中 2年 27"13

2 高田ともみ 東中 1年 27"51

3 早田　祥子 西中 1年 31"09

一般女子（2人）

1 芳賀真智子 横田尻 28"88

2 船山　時子 横田尻 35"64

壮年男子（15 人）

1 漆山　健一 荒砥乙 24"47

2 今野　善則 横田尻 24"53

3 安部　　進 下山 24"58

成年男子（12 人）

1 鈴木　武範 滝野 23"97

2 岡部　健史 山口 24"18

3 海老名智之 滝野 24"37

回　転

順位 氏　名 所　属 時　間

中学男子（8人）

1 菅　　慎吾 東中 2年 1'00"58

2 吉村　亮祐 西中 2年 1'11"70

3 沖田　康平 西中 1年 1'18"08

中学女子（2人）

1 山口　眞衣 西中 2年 1'28"55

2 高田ともみ 東中 1年 1'28"56

壮年男子（8人）

1 今野　善則 横田尻 1'06"15

2 山口　浩幸 黒鴨 1'11"04

3 芳賀　和則 荒砥乙 1'11"45

成年男子（13 人）

1 海老名　洋 滝野 1'02"89

2 海老名智之 滝野 1'03"48

3 土屋　貴博 畔藤 1'03"66

距　離

順位 氏　名 所　属 時　間

小学３年以下男子（11 人）

1 佐藤　大志 鷹山小 3年 5'01

2 小関　忠寛 鷹山小 3年 5'22

3 小林　聖哉 鷹山小 2年 5'45

4 吉田　桐麻 中山小 3年 6'14

5 竹田　裕道 鷹山小 3年 6'21

6 丸川　　瑠 鷹山小 2年 6'31

小学３年以下女子（9人）

1 安達　愛羅 鷹山小 3年 6'02

2 齋藤　　恵 鷹山小 3年 6'27

3 大滝　莉奈 鮎貝小 3年 7'41

4 竹田　香澄 鷹山小 3年 7'47

5 荒木　麗奈 鮎貝小 3年 8'19

6 長谷部陽香 鮎貝小 3年 9'02

小学４年男子（12 人）

1 丸川　　丞 鷹山小 4'34

2 海老名　涼 鷹山小 5'43

3 横山　祐稀 鷹山小 5'53

4 吉村　昂訓 蚕桑小 6'03

5 長谷部祥太 鮎貝小 6'07

6 小関　拓哉 鷹山小 6'49

小学４年女子（14 人）

1 大滝　磨奈 中山小 5'58

2 船山　千帆 蚕桑小 6'13

3 大滝　碧菜 鮎貝小 6'27

4 梅津　　瞳 東根小 6'35

5 川部　涼香 鷹山小 6'46

6 渡部真理子 鮎貝小 6'59

小学５年男子（21 人）

1 安部　大寛 中山小 7'06

2 丸川賢太郎 蚕桑小 7'10

3 鈴木　　真 蚕桑小 7'23

4 村上　駿斗 東根小 7'29

5 堀川　　響 中山小 7'39

6 髙橋　拓己 鷹山小 7'45

小学５年女子（8人）

1 梅津　沙耶 鷹山小 8'50

2 大嶋　未来 鷹山小 8'52

3 丸川あすみ 蚕桑小 9'42

4 山口　彩夏 鮎貝小 9'54

5 松木　雅子 荒砥小 11'31

6 小川さゆ美 鷹山小 11'32

小学６年男子（17 人）

1 児玉　聡太 蚕桑小 6'07

2 片山　祥平 蚕桑小 6'27

3 小関　忠樹 鷹山小 6'52

4 小関　圭樹 鷹山小 7'06

5 川村　啓太 鮎貝小 7'22

6 大滝　　錬 中山小 7'27

小学６年女子（16 人）

1 佐藤　真帆 鮎貝小 8'03

2 清野　明美 鷹山小 8'19

2 竹田　友美 鷹山小 8'19

4 迎田　　恵 鮎貝小 8'50

5 小関香寿美 鷹山小 8'56

6 梅津　沙織 鷹山小 9'13

第35回白鷹町民スキー大会の結果

２月18日／白鷹町営スキー場
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広報直通便から
皆さんから届いた

お便りをご紹介します。
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ひ
と
言
で
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う
と
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大
変
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し

い
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況
に
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り
ま
す
が
、
行
政
と
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民
の
皆
さ
ん
と
が
一
体
と
な
っ

て
対
応
し
て
い
け
ば
、
今
後
の
行

政
運
営
に
十
分
に
対
応
し
て
い
け

る
状
況
で
す
。

　

厳
し
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況
と
な
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る
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は
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。
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。

　

今
後
は
、
平
成
17
年
度
に
策
定

し
た
「
白
鷹
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収
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目
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し
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。
皆
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の
ご
理
解

と
ご
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力
を
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願
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す
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。
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い
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す
。
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き
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す
。

　

近
年
、
当
町
に
お
い
て
は
幸
い

大
き
な
災
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
地
震
、
豪
雨
な
ど
、
災
害

は
い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か

り
ま
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ん
。
こ
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防
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備
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。
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目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
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し
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し
ま
す
。
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、
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。
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。
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落
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を
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入
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。
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。
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選

●
紙
芝
居
「
ね
こ
お
ど
り
」

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
レ
ン
ズ

（
鮎
貝
地
区
公
民
館
）

・
寸
評　

絵
が
可
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ら
し
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景

や
バ
ッ
ク
の
色
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も
効
果
的
。
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域
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を

感
じ
る
語

り
口
調
で
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物
語
の
世

界
に
引
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ま
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●
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あ
じ
さ
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学
級（蚕

桑
地
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）

・
寸
評　

郷
土
の
偉
人
の
功
績
を

伝
え
る
と
い
う
意
図
が
良
く
伝
わ

り
、
地
域

性
・
教
材

性
に
優
れ

た
作
品
。

ナ
レ
ー
シ

ョ
ン
も
丁

寧
。

☆
ど
ち
ら
の
作
品
も
鑑
賞
希
望
の

か
た
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
公
民

館
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

ニコニコ掲示板
元気ニコニコ推進会議に
は７つのグループがあり
ます。今回は、その中の
「食育グループ」の活動
を紹介します。「食」に興
味のあるかた、「一緒にや
ってみたいな」と思った
かたはすぐにお問い合わ
せください。
■問い合わせ　
健康福祉課健康推進係
（☎86－0210）

食育
　国民が生涯健康で豊かな生活を送ることができるよう、平成18年７月に「食
育基本法」が施行されました。その中で、「食育」とは、国民一人ひとりが生涯
を通じた健全な食生活の実現、食文化の継承、健康の確保などが図れるよう、
「自らの食について考える習慣」「食に関するさまざまな知識」「食を選択する判
断力」を楽しく身につけるために、学習等に取り組むことを指しています。

白鷹町健康増進計画

特集

しょくいく
食育ってなに？

　白鷹町のすべての人が豊かな暮らしを実現するためには、「食」は重要なポイ
ントです。元気ニコニコしらたか21の計画書の中にも、「郷土料理の伝承」「家族
一緒の楽しい食事」「野菜などを育てて収穫する」「食の安全を学ぶ」など、たく
さんの食育に関することが盛り込まれています。元気ニコニコ推進会議の食育
グループには、そんな食に興味を持った会員たちが集まりました。

元気ニコニコしらたか21と食育

ということで…
できることから始めてみよう！

自分たちで育てた野菜を使って、白鷹町の郷土料理をつくりたい！習いたい !!

８月27日（日）
　残暑で暑いなか、子どもたちと一緒

に種まきをしました。貝生地内に借り

た畑で先輩の指導のもと、みんな終始

作業に熱中しました。一汗かいた後の

スイカがまた絶品でした。子どもたち

と一緒にできて楽しかったです。

「大根・にんじん・青菜・白菜
早く大きくおいしくなぁ～れ！」

荒砥　Ｎ．Ｋ

９月20日（日）
　おいしい野菜をつくるう

えでとても重要なまびきの

作業です。草と間違えない

ように注意しながら慎重に

作業を進めました。雨の日

が続いているので発育がち

ょっと心配です。

「がんばれ野菜たち！」
浅立　Ｓ．Ｙ

11月11日（土）
　いよいよ収穫です。作物をつく

るということは、簡単そうに見え

て、とても手間のかかる作業だと

いうことが体験してよくわかりま

した。また大きく成長した野菜を

見て、感動、感動の連続でした。

「大事な野菜を
　　おいしくいただきま～す」

十王　Ｋ．Ｎ

11月12日　第１回　献立は収穫したばかりの青菜で『おみ漬け』で
す。白飯によく合い、子どもたちもペロリと完食しました。

12月２日　第２回　献立は若い人が苦手な豆や干物を利用した『み
そ豆・くきたち干し煮等』です。豆を油から上げるタイミングや干

物の具を煮る順序などを勉強でき、実習して本当によかったです。

１月27日　第３回　献立は一回は挑戦してみたかった行事食の代表
『五目ぶかし』と冬場によく食べた『青菜漬けの煮物、納豆汁』で

す。納豆汁には「いもがら」が入りました。もち米の硬さを知るた

めに指でつぶす方法などを教えてもらいました。

種まき まびき 収穫！

調理実習

▲みんなで一緒に種まきをしました。

　健康増進計画推進のために、町と元気ニコニコ推進会議が協働で食育（食文化の伝承）事業に取り組
みました。食文化の伝承は、高齢者にとって“生きがいづくり”となり、若い人にとって“地産地消”
を学ぶことができるなど、健康な暮らしに大いに役立ちます。今回の調理実習は、健康づくり推進員作
成の「しらたかの食の暦」を参考に、諸先輩がたの指導のもと実施しました。このような、白鷹町の食
育の原動力となる活動を今後も続けていきます。
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。
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拍
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選

アッピの羽

アヒルのアッピを年長児がお世話していま

す。ある日、小屋の掃除をしながら、

Ａちゃん「このごろ羽いっぱい落ちてるね。」

保育士「そうだね。どうしたんだろうね。」

Ａちゃん「抜けてるみたいよ。ほら、また

抜けた。」

保育士「ほんとだ。どうして抜けるのかな。」

Ｂくん「だって、ぼくだも歯抜けて大人の歯

生えてくるも。アッピも大人になるんだよ。」

よつ
ば保
育園

つぶ
やき

つぶ
やき 年　上

おひなさまの前で年長組が写真を撮る話を

していたとき

Ｓちゃん「わたし、Ｇくんと一緒に写真撮る。」

保育士「Ｇくん、いい男だもねえ。」

Ｓちゃん「うん、一日入学のとき小学校の

お姉ちゃんたち、あの子誰って聞いてたも。」

保育士「年上の女の人にも、もてるんだぁ。」

Ｓちゃん「んだよ、わたしだって６月生まれ

で、Ｇくんは12月で年上の女なんだから。」

介
護
者
の
心
と
体
の
健
康
を
守
る
方
法

自
分
な
り
の
介
護
を
つ
く
る

○
介
護
者
の
健
康
が
重
要

　

認
知
症
の
高
齢
者
と
常
に
身
近

に
接
す
る
と
、
正
直
な
話
疲
れ
ま

す
。
疲
れ
た
状
態
で
介
護
を
す
る

と
、
高
齢
者
が
不
安
に
思
い
、
落

ち
着
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

介
護
を
続
け
て
い
く
に
は
、
ま

ず
介
護
者
の
健
康
状
態
に
気
を
つ

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
高
齢
者

を
大
切
に
す
る
た
め
に
は
、
自
分

を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
を
心
に
と
め
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
「
理
想
の

介
護
」
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、

現
状
を
少
し
で
も
改
善
し
て
い
く

と
い
う
形
で
、
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
を
上
手
に
利
用
し
て
、
無
理

の
な
い
「
自
分
な
り
の
介
護
」
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
認
知
症
は
家
族
だ
け
で
診
る

の
は
難
し
い
病
気

　

認
知
症
と
い
う
病
気
は
、
本
来

家
族
だ
け
で
診
る
の
は
難
し
い
病

気
だ
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
ま
し

ょ
う
。
認
知
症
は
病
気
で
す
か
ら
、

進
行
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
認
知
症
が
軽
度
の
う
ち
か
ら

家
族
や
親
戚
に
、
高
齢
者
の
状
態

を
話
し
て
、
早
い
う
ち
に
理
解
と

協
力
を
得
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

○
介
護
は
家
族
や
周
囲
の
人
の

協
力
を

　

認
知
症
の
高
齢
者
の
問
題
で
大

切
な
こ
と
は
、
介
護
者
が
一
人
き

り
で
問
題
を
抱
え
込
ま
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
家
族
や
親
戚
、
友

人
な
ど
に
高
齢
者
の
症
状
や
日
常

生
活
を
的
確
に
伝
え
て
援
助
を
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

軽
度
の
認
知
症
の
高
齢
者
の
な

か
に
は
、
来
客
時
に
は
き
ち
ん
と

対
応
で
き
る
人
も
い
て
、「
ち
っ
と

も
ひ
ど
く
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と

介
護
者
が
誤
解
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
周
囲
の

人
に
き
ち
ん
と
わ
か
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
認
知

症
の
高
齢
者
を
み
ん
な
で
ケ
ア
し

て
い
く
と
い
う
態
勢
が
大
切
で
す
。
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催　し

�
�
�
�
�
�
�
選
�
�
�
�
�

�
裁
判
員
制
度
出
前
教
室
�

　

平
成
21
年
５
月
ま
で
に
裁
判
員

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
裁
判

員
は
無
作
為
に
選
ば
れ
ま
す
の
で
、

わ
た
し
た
ち
も
裁
判
員
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

制
度
か
、
わ
た
し
た
ち
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
を
勉
強
し
ま
す
。

▼
い
つ　

３
月
26
日
（
月
）
午
後

７
時
〜
（
約
１
時
間
30
分
）

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
２
階
視

聴
覚
室

▼
対
象　

一
般
の
か
た

▼
経
費　

無
料

＊
参
加
ご
希
望
の
か
た
は
、
電
話

　

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

中
央
公

民
館
庶
務
係（
☎
85

－

６
１
４
３
）

�
�
�
�
�
�
山
形
�
�
�
�

�
�
�
開
幕
戦
�
月
18
日�
日
�

午
後
�
時
�
�
�
�
�
!!

　

新
生
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
ホ

ー
ム
開
幕
は
京
都
パ
ー
プ
ル
サ
ン

ガ
戦
で
す
。
ぜ
ひ
ス
タ
ジ
ア
ム
で

応
援
し
ま
し
ょ
う
。

「
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
２
０
０
７

ポ
ス
タ
ー
」
を
開
幕
戦
ス
タ
ジ
ア

ム
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
（
先
着

１
０
０
０
本
）。

▼
当
面
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

・
３
月
18
日
（
日
）
午
後
１
時　

　

京
都
パ
ー
プ
ル
サ
ン
ガ
戦

・
３
月
25
日
（
日
）
午
後
１
時　

　

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
戦

・
４
月
８
日
（
日
）
午
後
１
時　

　

愛
媛
Ｆ
Ｃ
戦

・
４
月
15
日
（
日
）
午
後
２
時　

　

セ
レ
ッ
ソ
大
阪
戦

＊
会
場
は
い
ず
れ
も
べ
に
ば
な
ス

　

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク（
天
童
市
）で
す
。

▼
後
援
会
員
を
募
集
中
！

　

会
員
特
典
な
ど
、
詳
し
く
は
、

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

m
ontedio.or.jp/

）
へ

■
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
山
形

21
（
☎
０
２
３

－

６
３
５

－

９
２

９
０
）

平
成
19
年
度
�
�
�
�
�
工
房

再
生
品
�
提
供

　

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
く

り
え
い
と
工
房
で
は
、
粗
大
ご
み

と
し
て
搬
入
さ
れ
た
自
転
車
や
家

具
を
修
理
再
生
し
、
展
示
・
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。
置
賜
在
住
の

か
た
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
ご
応

募
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
提
供
品　

自
転
車
15
台　

家
具

類
10
点（
１
回
あ
た
り
の
予
定
数
）

▼
応
募
方
法　

備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
よ
る
。

▼
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
日
曜
祝
日
を
除
く
）

▼
料
金　

無
料

●
第
１
回

▼
展
示
期
間　

４
月
３
日
（
火
）

〜
５
月
12
日
（
土
）

▼
公
開
抽
選　

５
月
15
日
（
火
）

午
前
10
時

●
第
２
回

▼
展
示
期
間　

６
月
１
日
（
金
）

〜
７
月
14
日
（
土
）

▼
公
開
抽
選　

７
月
18
日
（
水
）

午
前
10
時

●
第
３
回

●
不
登
校
引
き
こ
も
り
に
つ
い
て
話
し
ま
せ
ん
か�

�
�
��

�
月
24
日
�
土
�
午
後
�
時
�
�
時�

�
�
�
��

長
井
市
勤
労
�
�
�
��

�
参
加
費�

�
�
�
円�

�
問
�
合
�
��

不
登
校
�
子
�
親
�
支
援
�
�
会
�
新
藤
�
☎
�
�
�

�

�
�
�
�

�

�
�
�
�
�

募　集

県
営
住
宅
�
入
居
者
募
集

あ
ら
と
ア
パ
ー
ト
２
号

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
乙

７
２
５

－

１

▼
間
取
り　

８
＋
６
＋
６
畳
＋
Ｄ
Ｋ

▼
募
集
戸
数　

１
戸

▼
家
賃　

月
額
２
万
５
２
０
０
円

〜
５
万
５
４
０
０
円
（
敷
金
は
家

賃
の
３
カ
月
分
）

▼
住
宅
区
分　

高
齢
者
、障
害
者
用

▼
申
込
資
格　

入
居
す
る
世
帯
の

収
入
が
公
営
住
宅
法
で
規
定
す
る

基
準
以
下
で
、
県
営
住
宅
に
同
居

す
る
親
族
が
い
る
か
た

▼
受
付
期
間　

４
月
９
日
（
月
）

〜
13
日
（
金
）

▼
入
居
開
始
時
期　

５
月
中
旬

＊
申
込
書
類
な
ど
、
詳
細
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
置
賜
事
務

所（
☎
０
２
３
８

－

24

－

２
３
３
２
）

国
家
公
務
員
採
用
試
験
�
�
知
�
�

　

国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験
及

び
Ⅱ
種
試
験
（
い
ず
れ
も
大
学
卒

業
程
度
）
を
実
施
し
ま
す
。

【
Ⅰ
種
試
験
】

▼
受
付
期
間　

４
月
２
日
（
月
）

〜
９
日
（
月
）（
郵
送
の
場
合
は
、

最
終
日
ま
で
の
消
印
有
効
）

▼
第
１
次
試
験　

４
月
29
日（
日
）

【
Ⅱ
種
試
験
】

▼
受
付
期
間　

４
月
13
日
（
金
）

〜
24
日
（
火
）（
郵
送
の
場
合
は
、

最
終
日
ま
で
の
消
印
有
効
）

▼
第
１
次
試
験　

６
月
17
日（
日
）

＊
な
お
、
申
込
用
紙
の
請
求
や
受

　

験
資
格
等
の
詳
し
い
内
容
に
つ

　

い
て
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
展
示
期
間　

８
月
１
日
（
水
）

〜
９
月
15
日
（
土
）

▼
公
開
抽
選　

９
月
19
日
（
水
）

午
前
10
時

●
第
４
回

▼
展
示
期
間　

10
月
２
日
（
火
）

〜
12
月
８
日
（
土
）

▼
公
開
抽
選　

12
月
11
日
（
火
）

午
前
10
時

※
１
回
の
展
示
で
１
世
帯
に
つ
き
、

自
転
車
・
家
具
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
ま

で
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

※
複
数
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
、

抽
選
に
な
り
ま
す
。

※
各
回
に
取
引
期
限
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

千
代
田
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
施
設
第
２
係
（
☎
０

２
３
８

－

57

－

４
０
０
４
）
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おしらせ

ろ
で
す
。
長
ら
く
お
待
た
せ
し
て

お
り
ま
す
が
、
も
う
し
ば
ら
く
お

待
ち
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）

白
鷹
町
史
談
会
50
周
年
記
念

機
関
誌�
史
談
�頒
布
�
�
知
�
�

　

白
鷹
町
史
談
会
で
は
、
機
関
誌

「
史
談
」
第
22
・
23
合
併
号
、
50

周
年
記
念
誌
を
頒
布
し
ま
す
。

▼
内
容　

「
置
賜
地
方
に
お
け
る

民
間
信
仰
の
謎
」「
廻
り
屋
遺
跡
発

掘
調
査
」「
蚕
か
ら
紬
ま
で
」
な
ど

▼
ど
こ
で　

町
立
図
書
館

▼
価
格　

１
冊
２
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
文

化
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
４
６
）

�
�
�
�
長
井
線
�
�
�
�
�

変
�
�
�
�

　

３
月
18
日
の
Ｊ
Ｒ
ダ
イ
ヤ
改
正

に
伴
い
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
ダ

イ
ヤ
も
改
正
さ
れ
ま
す
。
新
し
い

時
刻
表
は
、
山
形
鉄
道
、
役
場
政

策
改
革
課
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
鉄
道
（
☎

88

－

２
０
０
２
）

●
無
料
メ
ン
タ
ル
・
健
康
相
談
日�
�
長
井
会
場
�
�
開
設
日�

奇
数
月
第
�
木
曜
日�

�
会
場�

長
井
市
西
置
賜
郡
医
師
会�

�
米
沢
会
場
��
開
設
日�

毎
月
第
�
�
�
木
曜
日�

�
会
場�

米
沢
市
医
師
会�

�
南
陽
会
場�

�
開
設
日�

偶
数
月
第
�
木
曜
日�

�
問
�
合
�
��

置
賜
地
域
産
業
保
健
�
�
�
�
�
☎
�
�
�
�

�

23

－

�
�
�
�
�

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

加
入
手
続
�
始
�
�
�
�

▼
対
象
農
業
者　

意
欲
と
能
力
の

あ
る
担
い
手

・
認
定
農
業
者（
４
㌶
以
上
）

・
特
定
農
業
団
体
等（
20
㌶
以
上
）

＊
経
営
規
模
要
件
は
、
中
山
間
地

　

域
の
地
域
特
例
や
所
得
水
準
の

　

所
得
特
例
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

関
係
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
農
産
物

○
生
産
条
件
不
利
補
正
対
策
（
麦

　

・
大
豆
）

○
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
米

　

・
麦
・
大
豆
）

▼
加
入
手
続
き　

米
・
大
豆
作
付

者（
19
年
４
月
１
日
〜
６
月
30
日
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

東
北
農
政
局
山

形
農
政
事
務
所
農
政
推
進
課
（
☎

０
２
３

－

６
２
２

－

７
２
３
１
）

ま
た
は
地
域
第
三
課（
南
陽
庁
舎
・

☎
０
２
３
８

－

43

－

４
２
１
０
）

�
�
�
�
�
悩
�
講
座

　

お
し
っ
こ
が
近
い
、
出
に
く
い
、

尿
を
漏
ら
し
て
し
ま
う
な
ど
、
な

か
な
か
人
に
は
聞
く
こ
と
の
で
き

な
い
悩
み
を
テ
ー
マ
に
し
た
健
康

講
座
で
す
。

▼
い
つ　

３
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
４
時
〜
５
時
30
分

▼
ど
こ
で　

長
井
市
民
文
化
会
館

３
階
大
会
議
室

▼
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

お
し
っ
こ
の
悩

み
講
座
事
務
局
（
☎
０
２
３

－

６

３
３

－

８
７
２
０
）

　

請
求
期
限
ま
で
あ
と
１
年
と
な

り
ま
し
た
。
未
申
請
の
か
た
は
、

お
早
め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お

い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
か
た
が
い
な
い
場
合

に
、
第
８
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記
名

国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
支
給
対
象

　

対
象
は
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

(1)
弔
慰
金
の
受
給
権
者

(2)
戦
没
者
等
の
子

(3)
戦
没
者
と
生
計
関
係
を
有
し
て

　

お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と
姓

　

が
同
じ
で
あ
る
①
父
母
、
②
孫
、

　

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

(4)
上
記
３
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、

　

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

(5)
上
記
１
〜
４
以
外
の
ご
遺
族
で
、

　

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

　

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有

　

し
て
い
た
三
親
等
内
の
親
族

▼
請
求
期
限　

平
成
20
年
３
月
31
日

◇
請
求
手
続
き
が
済
ん
で
お
り
、

未
だ
国
債
を
受
け
取
っ
て
お
ら
れ

な
い
か
た
へ

　

平
成
19
年
２
月
ま
で
に
白
鷹
町

で
手
続
き
な
さ
れ
た
か
た
の
分
に

つ
い
て
は
、
す
べ
て
進
達
し
、
現

在
県
の
審
査
を
受
け
て
い
る
と
こ

▼
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http:

//w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.

htm
）

■
問
い
合
わ
せ　

人
事
院
東
北
事

務
局
第
二
課
試
験
係
（
☎
０
２
２

－

２
２
１

－

２
０
２
２
）

町
立
病
院
�
皮
膚
科
診
療
�

週
�
回
�
�
�
�
�

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
皮
膚
科
の

診
療
体
制
が
、
週
１
回
か
ら
週
２

回
に
変
わ
り
ま
す
。

●
変
更
前

・
毎
週
金
曜
日
の
午
後

　
　

←

●
変
更
後

・
毎
週
木
曜
日
の
午
後
と
金
曜
日

　

の
午
後

＊
な
お
、
診
療
時
間
に
つ
い
て
は
、

　

変
更
あ
り
ま
せ
ん
（
午
後
１
時

　

30
分
〜
午
後
４
時
）。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
立
病
院

（
☎
85

－

２
１
５
５
）

第
�
回
戦
没
者
等
�
遺
族
�

対
�
�
特
別
弔
慰
金
�
�
�
�

◇
請
求
手
続
き
を
未
だ
な
さ
れ
て

い
な
い
か
た
へ

荒砥駅資料館５周年記念

特別展

【同時開催】
　「まゆと蚕桑小の子どもたち」
　「桜の写真展」

【期間】
　３月～５月末
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

●2月1日 ▼2月28日

　 お く や み　　

 住所　　  氏　　　名  　年齢
十　王　海老名　房　夫　77
荒砥乙　小　林　　　博　72
畔　藤　　　間　正　浩　69
滝　野　齋　　　　　治　82
荒砥甲　須　貝　つ　る　85
畔　藤　吉　田　榮次郎　81
十　王　阿　部　キ　ヨ　84
高　玉　金　田　　兵　　88
鮎　貝　江　口　正　一　73
鮎　貝　　　田　　　重　76
佐野原　竹　田　　　次　80
高　岡　安　部　政　次　74
畔　藤　齋　藤　ル　ヤ　91
深　山　羽　田　鶴　松　89
荒砥乙　工　藤　　一郎　95
高　玉　佐　藤　正　見　83
浅　立　髙　橋　小太郎　86
広　野　梅　津　則　夫　57
十　王　小　關　勝　美　73

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

十　王 佐藤 貴　光 凪
なぎ

歩

横田尻 髙橋 昇　歩 陽
ひ

　菜
な

美　保

鮎　貝 青木 純 洸
ひ ろ た ろ う

太朗葉　子

荒砥乙 齋藤 淳 ななみ江理子

鮎　貝 馬場 弘　二 広
ひろ

　翔
と

千鶴子

高　玉 今野 正　和 正
せい

　就
じゅ

千　枝

高　玉 佐藤 貴　幸 心
こ

　暖
のん

祐美子

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（荒　川　登輝雄　　十　王
安　達　恵　美　　荒砥乙

（五十公野　　誠　　荒砥甲
植　木　千　絵　　山　口

（児　玉　雅　一　　高　玉
小　泉　友　恵　　飯豊町

（佐　　　高　志　　荒砥乙
荘　子　千　晶　　横田尻

（横　山　和　則　　畔　藤
堀　米　真知子　　山形市

（梅　津　裕　和　　東京都
沼　沢　千　里　　浅　立

�
道
�
駅
�
愛
称
�
�
最
上
川
�
�

�
�
�
���
�
�
�
長
井
線
�
新
駅

�
名
称
�
�
四
季
�
郷
�
�
決
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
公
募
�
�
�
選

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
完
成
後
�
�

�
�
�
�
�
�
�
駅
�
�
�
�
�
愛

着
�
持
�
�
利
用
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
先
日
�
元
同
僚
�
�
�
�
�
海
外

�
�
�
�
�
�
�
�
活
動
�
終
�
帰

国
�
�
�
�
体
験
発
表
�
行
�
�
�

�
�
�
�
�
�
見
�
�
�
�
自
分
�

志
�
向
�
�
�
邁�

�
�
�進

�
�
果
�
�
�

姿
�
大
�
�
�
�
�
�
輝
�
�
見
�

�
�
�
�
形
�
違
�
�
�
�
日
�
�

仕
事
�
生
活
�
目
標
�
定
�
�
達
成

�
�
�
�
�
全
力
�
尽
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
感
�
�

�
�
��
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

　

「
地
方
が
、
農
村
が
良
く
な
ら
な

け
れ
ば
」
…
国
が
良
く
な
る
は
ず
が

な
い
、
さ
ら
に
国
民
に
幸
せ
が
来
る

は
ず
が
な
い
。
今
の
世
界
情
勢
を
考

え
て
も
、
ま
た
国
内
情
勢
を
見
て
も
、

そ
の
思
い
が
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て

い
く
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

　

世
界
を
見
て
み
よ
う
。
地
球
温
暖

化
な
ど
の
世
界
環
境
劣
化
の
問
題
、

原
油
生
産
量
の
限
界
と
化
石
燃
料
依

存
型
か
ら
の
脱
却
、
発
展
途
上
国
を

中
心
と
す
る
世
界
人
口
の
増
加
（
２

０
０
０
年
・
61
億
人
↓
２
０
５
０
年

91
億
人
）
に
伴
う
食
料
問
題
、
世
界

の
水
問
題
。
一
方
日
本
で
は
、
食
糧

自
給
率
の
圧
倒
的
低
さ
、
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
な
い
農
地
の
不
作
付
け
や

耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
極
端
な
少
子

高
齢
社
会
。
最
も
基
本
的
な
も
の
と

し
て
こ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、

環
境
劣
化
へ
の
対
応
、
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
、
食
糧
自
給
へ

の
対
応
、
高
齢
者
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
社

会
貢
献
力
の
新
た
な
見
方
、
そ
し
て

国
際
間
協
力
の
展
開
で
は
な
い
の
か
。

　

永
遠
に
人
類
を
支
え
る
食
や
自
然

環
境
の
部
分
で
圧
倒
的
比
重
を
占
め

る
農
村
や
山
村
を
包
含
す
る
地
方
。

農
山
村
が
あ
る
か
ら
地
方
と
い
え
る
。

と
り
わ
け
、
農
を
中
心
と
し
た
農
村

の
特
徴
は
何
か
。

①
農
業
の
た
め
に
は
一
定
の
土
地
の

　

広
が
り
が
必
要
で
あ
る
反
面
、
生

　

産
力
の
あ
る
自
然
の
容
量
に
は
限

　

界
が
あ
り
、
疎
住
が
原
則
と
な
り

　

人
口
が
少
な
い
。

②
農
業
は
土
地
に
結
び
つ
き
、
簡
単

　

に
移
動
で
き
な
い
。

③
季
節
の
変
化
に
対
応
す
る
農
作
物

　

の
栽
培
や
家
畜
の
成
長
等
の
成
果

　

に
は
時
が
か
か
る
。

④
土
地
と
水
の
管
理
は
欠
か
せ
な
い
。

　

農
村
と
都
会
は
、
お
互
い
人
が
住

む
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
。
そ
の

成
り
立
ち
も
、
機
能
も
、
役
割
も
全

く
異
な
る
の
で
あ
る
。
人
間
と
し
て

の
異
質
、
あ
る
い
は
同
質
の
幸
せ
は

各
々
が
持
つ
と
し
て
も
。

　

農
村
地
帯
は
、
本
来
そ
の
性
格
か

ら
、
人
口
が
少
な
い
形
で
広
い
面
積

に
存
在
し
、
国
民
を
支
え
、
ま
た
協

働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
を
続
け

て
い
る
し
、
土
地
と
の
結
び
つ
き
が

あ
る
か
ら
定
住
性
が
高
い
と
い
う
特

性
も
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー

バ
ル
な
国
際
関
係
の
な
か
で
、
国
の

発
展
な
り
、
各
地
方
の
進
み
方
な
り

が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
都
会

と
農
村
地
域
の
連
環
の
意
識
は
強
ま

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

う
で
な
け
れ
ば
、
戦
後
60
年
続
い
て

き
た
流
れ
の
延
長
に
な
る
だ
け
で
あ

ろ
う
。
要
は
、
国
政
の
な
か
に
お
い

て
、
国
土
政
策
の
な
か
に
お
い
て
、

真
に
地
方
・
農
村
の
特
質
と
高
い
役

割
を
明
ら
か
に
認
識
し
、
地
域
と
し

て
自
立
で
き
る
制
度
設
計
を
ど
う
つ

く
り
得
る
か
で
あ
ろ
う
。

　

２
月
に
上
京
す
る
機
会
が
二
度
あ

っ
た
。
今
冬
は
考
え
ら
れ
な
い
温
暖

で
あ
る
。
赤
湯
駅
か
ら
板
谷
峠
の
ト

ン
ネ
ル
を
越
え
た
。
今
ま
で
と
全
く

異
な
る
冬
の
景
色
で
あ
る
。
木
々
に

古
い
葉
が
落
ち
な
い
で
ま
と
わ
り
つ

い
て
い
る
。
今
年
の
夏
や
秋
、
豊
作

で
あ
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。
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